
宇都宮⼤学教職⼤学院
多様で重層的な学びの保障 -主1・副2，３名による指導体制と多様なリフレクションを通して -

理論と実践との往還を⽀えるリフレクション

⾦曜⽇午後に設定されるリフレクションには，専攻全体で⾏う全体リフレク
ション以外に，院⽣⾃⾝，主指導教員が所属するチーム（学校改⾰⼒・授業
⼒・個への対応⼒）で⾏われるチームリフレクション，別のチームに所属する
副指導教員とともにチームを越えて⾏われるチーム間リフレクション，専任教
員がその特性に応じて開設し，院⽣が⾃由に選択して参加する教科等リフレク
ションの４つがあり，院⽣が⾃⾝の研究・実践を多⾯的・多⾓的に省察するこ
とができる体制が整えられている。 院⽣が主体的・対話的で深く学ぶ省察の
姿が⾒られる時間となっている。

院⽣を複数の教員で⽀える指導体制
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研究（リフレクション・成果発表・報告書・抄録作成等）全体をカバー


